
＜ しらうめ入学準備金＞ 

 
令和６年 4 月入学予定者対象 

新居浜市しらうめ入学準備金 貸付候補者 募集要領 
 
１ 申請資格 

   令和６年 4 月に高等学校、高等専門学校、大学、専修学校（専門課程または高等課程）に入学を 

希望する生徒の保護者で、入学準備費用の調達が困難であり、次の項目全てに該当する人 

（１）新居浜市に住所を有し、引き続き 2 年以上居住している 

  （２）高等学校などへの入学が確実である生徒の保護者 

  （３）連帯保証人（新居浜市に住所を有し、申請者と別に独立した生計を営む成年者）が 1 人以上 

     いる 

 

２ 募集人数・貸付金額 

   

 

 

 

 

 

３ 申請期間 

令和６年１月９日（火）から２月１３日（火）まで（土・日・祝日を除く 8:30～17:15） 

受付窓口：新居浜市教育委員会事務局 学校教育課（本庁５階） 

 

４ 申請手続（提出書類） 

   ①入学準備金貸付申請書（第１号様式） 

   ②個人情報確認同意書 

（※本人確認書類を添えて提出することにより、新居浜市が発行する住民票や税関係書類の添付

を省略できます。同意書を提出されない場合は、次の書類の提出が必要です。） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※①、②の様式は学校教育課窓口で配布または学校教育課ＨＰからダウンロードできます。 

https://www.city.niihama.lg.jp/soshiki/gakkou/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区    分 募集人数 貸付金額 

高等学校、高等専門学校、専修学校（高等課程） １０人程度 １０万円 

大学（短大含む）、専修学校（専門課程） ５人程度 ３０万円 

必要書類 注意事項 交付場所 

住民票 
世帯全員分、続柄記載のある

もの 
市役所１Ｆ市民課、各支所 

納税証明書 
同一世帯内で収入がある人の

全員分が必要 市役所２Ｆ税務総合窓口、 

各支所 令和５年度（令和４年分） 

市県民税所得・課税証明書 

他に収入状況を証明する書類 

がない場合などは必要 

「個人情報確認同意書」に記載された人のうち、成年者全員について本人確認書類の写し 

の提出が必要です。 

１点でよい本人確認書類（官公署発行の顔写真付きの身分証明書） 

 運転免許証、旅券（パスポート）、マイナンバーカード など 

２点以上必要な本人確認書類（下のＡから２つ、またはＡとＢから１つずつ） 

 Ａ：健康保険証、介護保険証、年金手帳 など 

 Ｂ：社員・学生証、本人名義の預金通帳、キャッシュカード、診察券 など 

本人確認書類とは…❔ 



＜問い合わせ先＞ 新居浜市教育委員会事務局 学校教育課（本庁５階） 奨学金担当 

         〒792-8585 愛媛県新居浜市一宮町一丁目５番１号 

         ＴＥＬ：0897-65-1301 

５ 貸付者決定と借受手続き 

  （１）令和６年 3 月上旬に開催予定の定例教育委員会で審査のうえ、貸付者を決定します。 

  （２）審査結果通知後、貸付の決定された方（以下「借受人」という。）は、次の書類を提出して 

     借受手続きを行います。 

      ①入学準備金借用証書（第 2 号様式） 

      ②印鑑登録証明書（借受人及び連帯保証人のもの） 

      ③入学証明書類（合格証明書、入学誓約書等の写し） 

      ④振込先のわかるもの（借受人名義の通帳見開きページ写し） 

       ※ ①には借受人及び連帯保証人の署名・押印（印鑑登録証明書の印）が必要です。 

詳細は結果通知書とともに送付する説明文書をご参照ください。 

（３）高等学校などへの入学が確定し、上記の借受手続きが全て完了した方から順次貸付けを行い

ます。 

借受手続き完了後、概ね１週間から１０日程度でご指定の口座へ貸付金を振り込みます。 

 

６ 返還 

  （１）入学後６カ月(４～９月)据置きした後、原則卒業するまでの間に月賦返還していただきます。 

（２）短大、専修学校など修学期間が４年に満たない場合は、返還期間を延長することができます。 

（３）返還方法は、市指定金融機関における納付書を用いた窓口納付となります。 

（４）貸付けは無利子ですが、正当な理由なく期限内に返還されない場合は、民法に規定する法定 

利率（令和５年１２月現在：年３％）の割合で遅延利息が課せられます。 

（５）連帯保証人は借受人と同等の債務責任を負いますので、借受人が返還を怠った場合などは連 

帯保証人に返済していただきます。 

 

７．貸付金の繰上返還 

 次の事項に該当したときは、貸付金の全部又は一部を繰り上げて返還していただきます。 

（１）偽り又は不正の申請によって貸付金の貸付けを受けたとき 

（２）貸付金を貸付けの目的以外の用途に使用したとき 

（３）高等学校などに入学しなかったとき 

（４）借受人が市外に転出するとき 

 

８．その他 

（１）選考は、家庭状況・収入状況等により総合的に判断します。 

（２）申請書の記入は必ずボールペンを使用し、消すことができるペンや修正液などは使用しない 

でください。 

（３）ご提出いただいた書類は原則返却いたしませんので、ご了承ください。 

 

返還例①：高校入学のため１０万円借りた場合 

     (返還１年目) １０～２月       月４,０００円× ５か月＝２０,０００円 

     (返還２年目)  ４～８月、１０～２月 月４,０００円×１０か月＝４０,０００円 

     (返還３年目)  ４～８月、１０～２月 月４,０００円×１０か月＝４０,０００円 

返還例②：大学（４年制）入学のため３０万円借りた場合 

     (返還１年目)   １０～３月 月８,０００円× ６か月＝ ４８,０００円 

     (返還２～４年目)  ４～３月 月７,０００円×３６カ月＝２５２,０００円 


